
水中発破の衝撃圧を受ける海底銅管の挙動に関する研究 (第2報)

模 型 に よ る 実 験

和 田 浦 楯+

海底軒 の軸 に関する研究の第2報札 薪1報で得られた軌 をそのまま実際の設計に使
用するには懐 であるため.壌軸 管を溝宜に布放し.爽触帳の発破を斤l噴肝の挙動を岡べ

冬美故の報告である.帯革圧および盃応力の耐定は.放免波形としてつか生えた｡粕 規模は

No.1.-NA26におよび,典括面で生ずると考えられるあらゆる弗破条件を考慮し,吊し発破,

せん孔発破での粕 爽散を行った｡使用した薬丘は.節1報で得られた伍をも考慮して決定された｡

吊し発破では,3k8幻良大井丑としたが,インJl'ル久で政大店が149.4×10ー叫!Iscc/cn),爽
類族に近いせん孔苑破竹も158XW-3kF･See/CZnlを紀脅した｡衝撃圧は.夫々375的 1,

と1醜 /dl,であ19た.また盃応力の政大任は,3.300LJに適した｡次報では,これらの挙

動席折をもとにして,衝撃圧を受ける海底射管の肝啓伍女帝療する｡

1.緒 言

水中に右投されている銅管が発破作掛 こよって,ど

んな好守を受けるかIも 鹿野な閑心中である.今回の

報告は,解管と発破の関係を検附し,放計上の許容伍

を符ようとするために行った一連の典故のまとめであ

るが,tI)缶で味,睡上鉄色によってそのさく孔′(ター

ンを決定した齢 を報告したかが(2偶 にあってfi.英

銀梶の模型頚管を井底に布放し,美麻のエ市に近い状

況下で英数を行った伽分を報告する｡

2. 吊り下fg発砲による海底鋼管の挙動夷験

2.1 供拭甫瞥

港底肺 は施工時も央馴 こ使用されているのT･,発

破工gFで租借を受けてはならない｡そこIC,共存の施

工に先行して,央物大の模擬解肝を使用し,発破で発
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を測定することにした｡銅管が蹄撃正でどんな歩助を示

すかを見引こあたって.せん孔発破と吊し発破の軸外
を含めで単軌を闘べる必要があると考え,まづ吊り下

げ発破による挙動拭取を実施した｡柵 には,舶さくが銅管の

其下なので,その下部で発破が行えるように.模擬訪Jl餌管をFig.1のごFfg
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とく/{ランスを放って水中に架台で及位した｡放置架･

台の下淋盃丑として,錦管30吋 mと釣合わせるため,
30mXl.OmxO.8m-2.4m3.盃丑5.520kgのコンク
lJ-トをFig.2のごとく汲匝した｡

2.2 起爆位碇と計測位置

銅管は下部から衝撃圧を受ける｡施工の条件から.

その位置は銅管下部 1.5-3.0mなので.Fig.1 のご

とく.模擬パイプでダイナマイト取り付けフックを放

け,Fig.3のごとく,バターンNo.1-N0.4の ん

B,C,D.E,Fの6点に爆薬を取り付けその位置を起

爆位匿とした｡海底地盤までの水深は 7-8m とし.

井底からの彫轡を防ぐため,D,E.Flま1.0m以上問

稲を取るよう設置した｡

衝撃圧力と銅管応力を計測するため,衝撃圧計削ピ

ックアップを顕官下部に,盃ゲージが軸方向,円周方

向になるように,夫々,∽点,6点づっ,Fig.4のご

とく国定した｡この固定は銅管の役世以前に行われた｡

2.3 計測システムと測定

所筆圧および歪応力の利定は,次のシステムl)で行

われた｡Fig.5Iま計測である.
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ble2の低位を持つ｡3. 実験括

集束故の目的は,水中吊し発破による衝撃

圧と,これによる鋼管盃とを湘定して,供榔 -の影響を稚

藩することであるが}),典故の結果は次の木工gFの施工 のために有力な指針3)となる

.
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3那,実験で得られた圧力最高位,およびインJ

l'ルスの任は Tabl

e3に示される｡ここで示す

圧力伍は.故正波形の電圧 (Y,)と耐定波形の屯庄(Vlよ州I式によって求めら
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定波形より両前計により井出した｡Table3の中で.葉虫 No.13

は,投売 25m8eCのものを換涼として使っていたの

で.波形が2つに分れたが,Fig.7の波形(礼 (

31の上で.節- ピー クから煩に決めていったものである｡ A) 一I8Iqocetl
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(7)Fig.7 E恥 deawavesbypr

esS1neI;locAtlcITIOEtIld･L)P' 3･1･3 水

中吊し発破

による銅管の蛮判定括果水中の発破で発生する衝撃波が,その近掛 こ存在する押野にぶつかり,その銅管が歪みを生ずる｡この盃を

測定するのに,銅管内面に半導体査ゲージを16点貼付け,データレ占-タを介入して紀鼓したlH)｡ また紀魚波形の処理に札 データレコーダの記録をシンクtlスコープに適し,カメラで投

彫した｡記録波形には3つの周波数成分が現われているので,舟引時問を,原則として,3唖 (㊥ 1又は 2ms,㊥20

文は 50ms,◎2K)0又は 500ms)に分け,写井に振り整理

した｡波形の沈み振りは㊥⑳金の各助合ごとに行い 数伍を記した

｡データ処掛 こ当って,衝撃波圧到達時の最大歪を円周方向と軸方向に分113)一)

,次に圧力波が到達した後の最大歪も同様に分類 した｡Table4は,衝撃圧到達時

の叔大東および到達後の鹿大盃を円周と軸方向別に図示したものである｡
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oEp托SStErePuce.これは,実際の施工に

近いせん孔Jl'ターンに従って′.'イブへの影響挙

動を調べたものである｡ その′(ターンはTable5である

｡夫々のせん孔配匠計軌位取をFig.8に示す｡実敦No.22-N

o.26では,ブラストで･/トを &沈設し,その前後のP2,P3のピックアッ

プでブラストマ･/

トの効果を調べた04.2

計瑚結果4.2.1 圧力伍の計胡結果夷鼓項目夫々の

圧力伍をTAble6 に,また波形をFig19に示した｡iRL

No･23-No.26の典故は,せん孔作革が施工面から例に合わず,吊り下

稚̀ 故の形式となった.5.結 告第1報の

発破設計に引絞き,模型を用いて夷政を行ったが,実

際に施工する状況とできるだけ同じ条件にして.その圧力

最高位とイン′.'ルスを科た｡吊し発破では,3Jqを庇

大茶色としたが.圧力庇大任が375kF/czが,実規模に近いせ

ん孔発破で抹163kg/血iであった｡インパルスでは叔大住が夫々14

9,4×1013kgISee/aと158×10-3kg･
scc/cnlを紀魚した｡また盃応力の最大伍は 3,300LLに適した｡これらの任をもとにして, P

)

.43.1kC/cJlZ■●■-500LJSCCFfg.9(I)E山
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60.0 44.

5 Ⅰbtbm4 48.4 17.

0 20.4軸23
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衝撃圧を受ける海底射管の肝容任を考察し第3報に報

告する.同乗政は掠合安全工学研究所に香托し,田中

一三氏や晴水連英氏の御協力を得たので,ここで厚く

御礼申し上げたい｡
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Sh∝kpressureandstrainstressweremeasuredasrecorded㈹vepttem.Test
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